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研究成果の概要（和文）：肝細胞癌は外科切除後再発が高率であり、術後化学療法の確立が急務

である。本研究では我々が開発した肝局所化学療法の経皮的肝灌流化学療法(PIHP)を切除後の

再発高危険群に併用し有効性を検討した。まず、切除病理標本から高危険群を定義し、対象者

を PIHP 群とコントロール群に分け、再発の有無を検討した。その結果、両群間の予後に有意な

差を認め、PIHP 併用は新規治療戦略となりうることが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：Hepatic resection remains the only therapeutic option for improved 
survival in the patients with hepatocellular carcinoma (HCC). However, a high incidence 
of recurrence after resection is life-threatening problem. In this study, we proposed 
percutaneous isolated hepatic perfusion (PIHP), a novel and potent regional 
chemotherapeutic regimen can achieve the protection against high-risk group for the 
recurrence of HCC after resection. PIHP after hepatic resection improved overall survival. 
In conclusion, dual treatment of resection and PIHP can offer an innovative strategy for 
resectable HCC treatment.  
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１．研究開始当初の背景 
肝細胞癌は外科的切除が最も有効な治療法
ではあるが、切除後再発が 60-70％と高率で
術後補助化学療法が必要である。しかし、現
在までに確立した方法はない。我々は、これ
まで、高用量肝局所化学療法の経皮的肝灌流
化 学 療 法 (percutaneous isolated hepatic 
perfusion : PIHP)を独自に開発し、これまでの

PIHP 施行 150 例で、1 年、3 年、5 年生存率
がそれぞれ 69%、27%、15%、奏効率 61%と他
施設からの報告を凌駕する成績を挙げてい
る。 
２．研究の目的 
本研究では我々が新規に開発した PIHP を肝
細胞癌切除後の再発高危険群の患者に併用
し、prospective randomized trial によりその有



効性を検討し、新しい治療戦略を構築するこ
とを目指す。 
３．研究の方法 
血液検査所見から、PIHP の適応症例を、切除
病理標本所見から再発高危険群を設定した。
切除後 PIHP を追加治療とする群(PIHP 群)
と追加治療を行わない群(コントロール群)に
各々割り付けをおこなった。PIHP 群は肝細
胞癌切除後、2 ヶ月以内に PIHP を施行した。
両群の患者とも術後 3ヶ月ごとに血液検査と
CT 画像で再発の有無を確認した。 
４．研究成果 
ALT/AST:300IU/L 未 満 、 総 ビ リ ル ビ
ン:2.0mg/dl 未満、ICGR15 値:30%未満、血小
板5万以上を PIHP 適応症例として設定した。
また、切除病理標本所見から被膜浸潤あり、
肝内転移あり、脈管浸潤あり、切除断端陽性、
腫瘍最大径 5cm 以上の 5 因子のうち、1 因子
以上を満たし、肉眼的には腫瘍の遺残がない
症例を再発高危険群として設定した。本研究
の対象者には、切除後 PIHP を追加治療とす
る群(PIHP 群)と追加治療を行わない群(コン
トロール群)に各々割り付けをおこなった。
overall survivalや disease-free survivalを検討し
たところ、両群間に統計学的有意差を認めた。
この結果は他施設からの報告を凌駕したも
のであり、PIHP を基軸とした肝細胞癌治療は
新規治療戦略となりうることが明らかにな
った。 
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